
特徴
カイガラムシの仲間。

体に水気を含んだ白いドーム状のロウ物質をまといます。
6～8mmの大きさになるのでよく目立ちますが、見た目ほ

どの実害はありません。年１回発生し、夏の終わり頃から
目につきはじめます。すす病を誘発し、樹木が黒くすすけ
ます。

被害と対策
多発することはまれなので、見つけたら手で取りましょう。

ツノロウムシ（Indian wax scale）
Ceroplastes ceriferus (Fabricius)

茶の病害虫

越冬虫 (12月撮影)

農林センター宇治茶部０７７４－２２－５５７７


